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は し が き
本論は,1964年 7月～12月,1965年 6月～10月の2度にわたって,マラヤ北西部のケダー州











性格を有 している｡ 近代化とい う文化的衝撃に対する反応のしかたも,必ず しも世界の他の地
域とすべての面において同じ形をとるとはいえない｡本論においては,当該村落の経済 ･政治
社会構造の分析の一基点とする意味において,婚姻 ･離婚 ･家族形態の分析を通 じて,調査地
における婚姻や家族に関するマラヤ的特質の理解を試みたい｡






ター (AlorStar)か ら北西- 5マイルばか り離
れた水田稲作農村である｡ 村の中央を7ロールジ
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巡査,助産婦,ホスピタル･アシスタン
ト,官吏を含む｡



































































































人の一生 (lifecycle)の主要な折 目において行なわれる共食儀礼 (kenduri)の食事の準備な
どほ女性の仕事である｡ これに対 し,食物調達のための日常の買物,田の整地,除草, 水牛や
山羊の飼育,モスク (masjid)に関する宗教行事-の参加, 村の主要事に関する会合-の参加




る｡ 従って,適令期に達すると,ほとんどすべての男女は結婚に掩み切 り, よほど特殊な事情
でもない限 り,独身生活を長 く続ける事例は少ない｡
1.初 婚 年 令
マレー人の初婚年令は,一般に非常に低いといわれている｡ 婚姻に関する法律的な規定はイ
スラム法であるが,イスラム法には婚姻に関する最低年令の規定は存在 しない｡ しか し,マ
ラヤの諸州では, 法的には15才が結婚のための成年に達 した年令 と考 え られているようであ
3)
る｡ パダソララソ村では, このような法律は余 り顧慮されず, 初婚年令は非常に低い場合が
4
1) 中国人 (正確には中国系マレーシア人)の集落については,前田清茂 ｢マラヤ北西部における中国人
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表 4 PadangLalang村における初婚年齢:I(
男 子
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表 4は,配偶者 と離 ･死別 した老をも含む結婚経験者の初婚年令を, 性 ･世代別にみた もの
4)
である｡ この表に よると,男性は普通16才位か ら結婚 しは じめ,約70%の者は22才 までに結婚
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かなり高額であり, これを蓄える必要のために, 男性の内には晩婚者 も出て来ると考えられ
る｡ そこで,果 して経済的にめぐまれない男性が晩婚になるかどうかについて分析を試みた結
果が,夫の初婚年令と夫妻の農地相続状態に関する表 5である｡
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表 5においては,親に所有農地がないため農地を全 く相続 しなかった夫または妻, 親か ら農
地の相続をうけた夫または妻, および未だ親の所有農地の相続をうけていない夫または妻をサ
ソプルに選び, それぞれの配偶者 との組合せの型別に配列して, 夫の初婚年令を検討 してみ
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しか し,表 5に よって もわか
るように, 一夫 の 側 の経済状況
が悪 い 場合 で も, かな り低 い




なる傾 向が存在す るのな らば,
貧困農家には婚期に達 しなが ら
ち ,未婚 のまま家に居残 る例が
少な くないとも考え られ るが,
筆者たちのこの予想は,調査時
においては,全 くといって よい
ほ ど当 らなか った｡20才以上の
男女未婚者の数お よび経済状態
















夫 ＼ 相 続 な し 未相続
平均初婚年令 22.0歳 平均初婚年令










※ 結婚経験者について (離 ･死別者を含む)
農地相続状態が不明のもの,およびH分で農地を買った者
を除く｡

























(178) 20 無 職
(192) 20 農 業
(200) 21 農 業
(207) 21 農 業
(141) 23 農 業
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表 8 夫 妻 の 初 婚 年 齢-:; 1964.10.



























2.配 偶 者 の選 択
婚姻年令が低いとい うこともあるが,イスラム教的な男女隔離の思想の影響もあって, 村の
日常生活においては,青年男女の問では結婚相手を自由に求める機会はない｡ 若い男女が互い
に話 し合 う機会は,ごく親 しい近隣や親族の問でさえも,ほとんど見 られない｡ 結婚適令期の
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めるが, そのような娘がいない場合には, 友人や親族に依頼 して, 嫁の候補者を探 してもら
フ○
花嫁候補を探すにあたって,問題になるのは,彼女の器量や性格と,その家庭の財産や社会的
地位などであって,家柄などは余 り問題にされない｡ 日本でみ られるような名家とか旧家とか
いうような考え方はこの村では存在 しない｡ 形式的に多少問題になるのは,コーランの読み方





･おばとおい ･めい,④祖父母と孫, ⑤継父母と継子, ⑥′義父母と義子である｡ 義子 (anak
angkat)と義理のきょうだいとは結婚 してもよく,いとこ同志も結婚 してもよい｡ いとこ婿に
ついては,平行いとこ (parallelcousin)と交差いとこ (crosscousin)との間の区別はない｡




婦間に喧嘩がおこっても簡単には離婚 しないか ら, というものであ り,いとこ婿を避けようと
する理由は,離婚が発生 した場合,親同志の仲が悪 くなるか らとい うのであって, いずれも自
分の経験に立脚 して,集団結合に及ぼされる影響を考えてお り, 血の交わ りとい う観点は余 り
重視されていない｡ 『離婚が発生 した場合 ]を重視するのは, マレー人社会一般にみられる高
い離婚傾向を背景としている｡
婚姻相手の娘を選ぶ場合,息子の意志は決 して無視されない｡候補者が見つかれば,息子は,
自分で,その女性の様子を遠 目に見に出かけ (pergimenengok) さえする｡ 娘が親の決定に
反対することは町においてはみ られるが, この村ではほとんど考えられないといわれている｡
しか し,このことも,娘の意志が全 く無視されていることを意味するのではない｡ 娘の婚姻午
令が低いために反対するだけの判断力を持たぬこと, 娘は異性に関する話については非常に惹
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る｡
花嫁候補がほぼ決まれば,息子の父親か他の男の血縁者が, - ソカチに包んだビンロウジを
入れる容器 (bekassireh)を携えて娘の家を訪れる｡ この容器は,先方に嫁さが しのために訪
問 した ことを間接的に知 らせ る印である｡ 挨拶のしかたも定まってお り, 『私がここへ来た 目
的は,あなたの庭の花を摘むためです』｡ "Sayadatangkasinikeranahendak(berhajat)
memetek(sunting)sa-kuntum bungadaritamantuan."とい う｡ 直接的な表現を用いる
ことは,大変失礼であると考え られている｡ 何故な ら,先方が拒否する場合にも, 『お許 し願
いたい｡ 私の庭の花はまだ咲いていませんので』｡ "Oh,sayamintaampunkeranabunga
di-tamansayabelum lagikembung.日とい うように間接的な表現が用い られ,相互に言葉の
上で直接的な衝突が避け られるか らである｡ このような言葉づかいの作法は,両者が他人であ
る場合には,必ず守 らねばならないとい う ｡
婚姻の話を持ち込まれた娘の家族では,一応,自分の親族と相談 して, 娘を嫁にやるか どう
かを決定するが,これが決まると次におこるのが,婚資金 (hantaranbelanja)の問題である｡








婚資金 (hantaranbelenja)や他の品々 (pemberian)を娘の家に持参するのは, 息子の両
親はよくないとされ,花婿になる本人と近い男の親族や友人が,娘の家に持参する｡ また金持
の場合には,村の有力者もこれに参加する｡ そこで同時に,イスラム法による結婚契約 (akad
nikah)と登記の儀礼を行な う場合もある｡ この日には小さな共食儀礼 (kenduri)が行なわれ,
マ レー人の慣習 (adat)による婚礼 (bersanding)の日が定め られる｡
3.婚資金 (hantaranbelanja,mas-kahwin,pemberian)
村人は,普通,婚資金とそれと共に贈 られる品物すべてのことを mas-kahwinとか,hantaran
belenjaとか呼んでいる｡ しか し,その内容は必 らず Lも一つのものではない｡ 一般に,han･








14) マラヤでは主にスソニ-派 (Sunni)のシャ-フイ-学派 (ShdPi)の法であるO
10 ～ 10-
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イスラム教徒の婚姻届は,一般法廷に出される｡ イスラム教徒の婚姻届は,ケダー州のイスラ
ム法によれば,イスラム法廷の判事 (kathiまたは kadzi)が司式する akadnikahにおいて
なされることになっている｡ ケダー州では, 1郡 (daerah)に1人の kathiLかいないので,
akadnikahの司式は,kathiの権能を村のモスクの導師 (imam)が代行する｡ 婚姻が法律的
に認められる目付けは,この akadnikahの目付けである｡ しか し,われわれが一般に理解し
ている婚礼は,この婚姻契約式 (akadnikah)ではない｡akadnikahは, しばしば, マレー
人の慣習でいう婚約の日 (haribertunang)の夜に行なわれるが,その後,一般に1週間から
16)
ときには数カ月も遅れて婚礼 (bersanding)が行なわれ, この間は,花婿 ･花嫁にとってほ,
実際には婚約期間のようなものとなっている｡ この期間中に,花婿の両親は近づきのために粉
ミ′レク,果物などの贈 り物をもって, 花嫁の家を訪問する｡ この慣習は,jurussireh とよば
れている｡
akadnikahの儀式は普通,花嫁側の家で,花嫁の村のモスクの導師 (imam)の司式のもと







akadnikahの式は比較的簡単である｡ まず司式役の imam が,イスラム法の婚姻の規定に
関する部分をマレー語で読みあげ, 書類に花婿と花嫁の名, 双方の両親 の名,identitycard
の番号, 住所,年令などを記入し,waliと立会人の名も記入して,花婿と立会人に署名させ
る｡ そして imam は, 側にいる花婿の右手をとり, 結婚を認める旨を伝え,花婿は相手の花
嫁と結婚する旨を誓 う｡imam は花嫁の waliに,この誓いを認めるかどうかを確認し,最後
はイスラムの祈 り (doaselamat)で式が閉じられる｡
akadnikah が形式的な婚姻認証の儀礼であるとするなら, bersanding は, 盛大な祝宴
(kendurikahwin)を伴 う婚礼である｡bersandingは花嫁の家で行なわれ,次いで花婿の家で
も行なわれる｡ しかし, bersandingにはかなりの費用がかかるので, 花嫁の家でしか行なわ
れない場合もあり,これは sambutmasak(熟 した儀礼)と呼ばれる｡ これに対して,双方の
家で行なわれる場合には, sambutmentah(未熟の儀礼) と呼ばれる｡ 再婚の男性は, ber-
sandingを行なわず,再婚女性 (janda)の場合には,花嫁側における bersandingをも略する
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場合 もある｡ しか し, このような場合でも,披露の意味において,祝宴 (kendurikahwin)は,
双方において行なわれるのが通例である｡
花嫁の家では,bersandingの目の 1週間程前になると,父親が,村長 (ketuakampong),





bersandingの祝宴のための準備は, 前 日か ら進められ, その夜, 祝宴のための水牛が殺さ
れる｡ そ して, 当 日は早朝か ら料理にとりかかる｡ 主な力仕事は男性が行ない, 料理は近隣
(jilan)や親戚の女性が手伝 う｡ 祝宴に招待されるのは男性だけであ り,村の有力者や,近隣,
親戚の者であるが,彼 らは,贈 り物 (hadiah)をもってやって来 る｡ 贈 り物は家によって異な
るが,普通,近隣者が持参するのは菓子 (kuel)であ り,特に親 しい者や親戚や村の有力者な
どが,サロン用の布 (kain), マ レ-風のシガ-, コンデンス ミルク, 種子油の缶詰, 石鹸,.
パイナ ップルなどを贈る｡ 現金の場合は, M$1.00程度である｡ 贈 り主 と品名はすべて記録
され, 贈 り主の祝いごとの時に お返 しできるよう参考のため に当該家の親に よって保存され
る｡
集まった者は,社会的地位の高い老ほど,家の奥に入 り,他は入口のところに臨時に作 られた
広い縁 (balai)に座る｡ 家の中は, カ-テンによって二つに仕切 らjt,カーテンの裏側には,
花嫁や親族の女性が集まり,bersandingのための飾 りや用具は,カーテンの表側の部分におか
れる｡ 集まって来たものは,イスラム教の祈 り (doaselamat)の後,食事 (kenduri)にあず
かる｡bersandingの儀礼は,普通,夜になってか ら行なわれる｡
室内には, 王座に似せて飾 りたてた座席 (pelamin)が用意 してあ り, サルタンとサルタン
妃のような服装をした花婿 と花嫁が,花婿は向って左側, 花嫁は向って右側に座るだけである
が, これが婚礼の中核となっている bersanding とよばれる儀礼である｡ この儀礼でも人々は
お祈 り (doaselamat)をするが, この間, 席についている花婿 と花嫁とは, 両手を掌を下に
向けてひざの上に置き,お祈 りが終ると掌を上にかえす｡ この儀礼の後に,客は帰宅する｡
花嫁の家での bersandingの後に,花婿は 自分の家に帰 り,次の日あるいは数 日の内に,花婿
の家で再び bersandingを行な う場合がある｡ これが sambutmentalとよばれる bersanding
の形式である｡ この婚礼は,花嫁の家で行なわれたものと同様か, ときには,それ以上に盛大
である｡
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akadnikahにおいては,imam に対 してM$12, 2人の立会人 (saksi)には M$3ずつ,





のための費用が主な問題となるが, これは,bersandingを花嫁の家だけで行な うか (sambut
masak), 花婿の家でも行なうか (smbutmentah)でかな り異なってくる｡ 花婿の婚礼衣装
は, 1着 M$30程度であるが,sambutmentahの場合には,衣装をかえて行な うことが多い
ので, 2着を必要とする｡ 衣装のほかの装飾品をも加えると,sambutmentahに必要とされ
る衣装および付属品の総額は,M$90からM$150になるO若干の者は貸衣装を用いる｡ マ レ
ー式の場合には,アロールスタ-C7)近 くのアナブキ ト(AnakBukit)やクアラケダー (Kuala
Kedah)のマレー人の店から, 西洋式の場合には, 7ロールスターの中国人から借 りるが,マ
レー式衣装の借料は, 1着分 M$10程度である｡
祝宴の費用もまた, sambutmasak と sambutmentah a)場合でか な り異なって来る.





10gantangか ら 20gantang程度である｡ sambutmentahの場合には, 水牛 1頭, その他












































表 9 初婚の場合の婚姻費用 1964.10.
花 椿









そ の他 贈 り物1)
Mas･kahwin
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!･是芸義認 サ ンプ- 座 業収入
作面積
(relong)
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村人の述べた費用の最低 と最高の場合を,花婿 と花嫁について,概算 した結果である｡ すなわ
ち,花婿の側では,M$500-2,000を必要とし, 花嫁の側では,M$235-1,000以上を必要
とす る｡
このような金額は,村の農家収入と比較 した場合,非常に大きなものである｡ (表 10参照)
この村では,年間農業収入 M$1,000以下の農家は, 全農家数 (135戸)のなかばを占めてお
り, この外にも,全然農地を所有 しない不安定所得者 (農業労働者,雑役,魚行商)が, 全戸





になるのは,花婿側である｡ 息子を結婚 させ ようとする両親は,相当裕福な者でない限 り,か
な りの期間,そのための貯蓄をする必要がある｡ 長いもので, 6年間もかかって金をためてい
25)
る例がある｡ しか し,金が急に必要な場合,あるいは不足 している場合には,収穫に籾米 (padi)
で返済する paditimor(または padikuncha) とよばれる形式で中国人か ら借金をすること
26
がよくある｡ 婚姻が収穫期に行なわれて,現金がある場合には,当座は借金をしなくても済む
が,保有米が早 くなくなって,結局借金を しなければならないとい う事態が生ずることもある｡
27)
借金は,主に花婿側で行なわれるが, ときには花嫁側で行なわれる場合もある｡
このような支出に対 して,婚礼の際,村人や親戚か ら贈られるのは, 既述のように,大体消
耗品であ り,現金は M$10-80程度で,ほとんど結婚費用の補足とはならない0
6.婚姻後の居住地
婚礼とそれに続 く双方の家の儀礼的往復の後,問題になるのは夫婦の居住地である｡ 第 1才
の出産の世話は,一般に,妻の両親が行な うことが多いので, 出産に関 しては妻方-の依存度
が高いが,新婚夫婦は しば らくの間は双方の家に交互に住み.その後, 核家族として独立 した
世帯を持つか,拡大家族の 一 部分として,いずれかの親と共住することになる｡ どちらの側に
住むかは,通常,結婚前に双方の親族が相談 して決めるが, 双系制とい うこの村の親族組織の
基本原理か らしても,また均分とい う家産相続の土着の様式か らしても, 本質的に どちらの家
25) 8relong(約2ha)の農地を耕作している小作農の場合で,mas･kahwin+hantaranbelanjaは M$
464,現金支出の合計は M$706であるD
26) paditimorなどの詳細については,口羽 ･坪内･前tl｢マラヤ北西部の稲作農村- 農地所有の零細
化について｣『東南アジア研究』第3巻第 1号 (1965年6月)46-48頁参照｡
27) 例えば,ll.5relongの農地を耕作している農家で,娘の婚姻のため,花婿側からmas-kahwin+ha-












表 11 婚 姻 後 の 居 住 地,※ 1964.10.
村 内 婚
歪登 o代お f 妾領 o代捗



























69 (100･0) l 44 (100･0)
※ 戸主夫妻の現婚姻について
巡査,助産婦,ホスピタル ･アシスタント,官吏を除 く｡また不明4を除 く｡
表 12 村内婚 ･Matrilocalの場合における夫妻の経済力 1964.10.










× × 相 B.S.
未 末 ･B.S. 相 相
× × 依 依
× × 依 未
末 末 依 依
未 未 依 末









棉-相続あり 未･-未相続 B.S.-･自分で買得 依-親などに依存 ×-･土地なし
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? ? ? ? ? ? ?
相鮎貼依未×嘉相:･依有高×
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;崖敷地 農 地 崖敷地 農 地 !
l
× × × × 2
ほぼ等しい場合 Xx : S三 ｡ 霊 三 5
× 依 × × 1




























相続を うけてお らず, きょう
だいは6人である｡ 妻の父は
農地 8relong と監敷地 0.5
relongを所有 している｡妻 も
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例3(双方の経済力がほほ等しい場合)
世帯番号 171,戸主の年令30才のケースでは,夫の母の父名義の農地が5relongあるが,夫
は何の相続も未だ うけておらず,弟妹 3人は,未だ両親と共住 している｡ 妻の両親は土地を全
然所有 していないが,村外に住む大地主から,農地 8relongと巌敷地 3/4relongを借 りている｡
妻のきょうだいは3人で,弟は既に結婚 して隣村に住み,妹は両親と共住 している｡ 夫婦は妻の
父の星敷地内に居住 し, 妻の父が小作 している農地のうち, 1.5relongを又借 り (sewaatas
sewa)してお り, また夫の父からも農地 2relongを借 りている｡ 夫の父は屋敷地 lrelengを
他人から借 りているが,屋敷地内には,既に夫の兄が別の家屋を建てて住んでいるので, この
ケースでは,屋敷地のために裏方居住になったものと思われる｡
裏方居住に対 して,夫万居住の場合には, 夫方の経済力がより強い場合が約7割 (25ケ-ス




世帯番号219,戸主の年令75才では,夫が農地 11relongと屋敷地 2relongを親から相続 し
てお り,妻は親に所有地がなかったため,何も相続 していない｡
例2(夫の経済力の方がやや強い場合)
上記とほぼ似たケースであるが,世帯番号 199, 戸主年令55才では, 夫の両親に 20relong
の所有地があったが, 夫はそのうち農地 8relong, 屋敷地 2relongを相続 した｡ 妻は, 親が
13relongの土地を持っていて, その うち農地 4relongを相続 している｡ ただし,この場合,
夫は臣敷地を姉妹と共同所有 している｡
例3(双方の経済力がほぼ等しい場合)
世帯番号 223,戸主の年令29才のケースでは, 夫妻とも, 両親が無産であるため,土地の相
続を うけておらず,全然土地を所有 していない｡農地 1relongと屋敷地1.5relongを,他村に
居住 している夫の父のきょうだい (おじ)か ら借 りている｡
例4(妻方の経済力がより強い場合)
世帯番号 167,戸主の年令62才のケースでは, 夫妻とも再婚で, 夫は父に属 していた農地お







l 羽,坪 再 :マ ラ ヤ 北 西 相;J-)稲 I/lJlL竺村




無料で借 り (tumpang),職業 もきわめて不安定な収入 しかない無産農業労働者である｡
例2 (親が金持の場合)
世帯番号68,戸主の年令26才のケ-スでは,夫の父は, 村のモスクの導師 (imam)千, 村


















妻 (含離 ･死別者)について,夫妻の出身地を示 したものであるが, これをまとめると,村内
婚52ケース (28.3%),夫村内妻村外72ケース,夫村外妻村内38ケ-ス,夫妻共村外22ケ-ス
となる｡
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表15 世帯主夫妻の出身地
-■iロJ ‡ 1964.10.
＼妄-､妻｣p･L･ 区内 郡内 州内 その他
P･ L･ j 52 13 43 11 5




16 2 3 2 0
4 1 1 4 0
3 0 1 0 1
計 【 90 20 51 17







以 下 以 上
農 地 所 有 状 況2)
所 有 小 作 警讃晶 望


















2) 前表 184ケースの中,商店経営 1を除く
て,村と村の間の移動はかなり自由である｡ 経済的にも,主な財産は農地と監敷地であって,
熱帯特有の代上家屋は比較的簡単に建築 し得る｡ 相続の方法も,イスラム法や慣習法によって






無産者の場合には,農地所有者あるいは小作者に比 して,村内婿, および村外で結婚 してか






2 離 姑 ･再 婚 ･複 姑






























将来離婚する可能性があ り,この意味において, この裏の数値は,正 しい意味での婚姻に対す
る離婚の割合ではない｡
●●●●●●●●
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表 18 PadangLalang村における離婚経験者








3 (2.5) 1 (0.6)
50 代 以 上
1964.10.
男 女
実 数 (形)___塞_ー塑__｣ 型L…
46 (66.7) 43 (63.2)
4 (5.9)
? ?? ?? ‥
??
? ? ?????
5 (7.2) 21 (30.9)






況別に分けて観察 してみたが, 際立 った特徴 はみ られなかった｡ 離婚経験 2回以上 のものを
〔 〕内に内数で示 したが, これ も不安定な所得者に 目立っている｡
2.離 婚 手 続 き
33)
マラヤにおけるイスラム法で認め られている離婚の方法は,次の四つである｡
第1に最 も一般的な方法は, 夫が タラ (talak, taldq)とい う言葉を用いて一方的な宣言を
す る離婚である｡ talakには,宣言の後,離婚取消 しのできる ialdqraj`2-と, 取消 しのでき
ない talLiqbL5'in とがある｡ 前著は 1度 目と2度 目の talak宣言 (talaksatu および talak
34)
dua)の場合であ り, 後者は 3度 目の talak宣言 (talaktiga)の場合である｡taldqraj`iに
35)
おいては,離婚 された妻の待婚期間 (eddah, i`dda)が過ぎる前に,離婚取消 し (rojok)が可
33) A･Ibrahim:op.C払,pp.197-216参照.









表 19 職 業 群 別 に み た 離 婚 経 験 者
性
? ?
年 齢 層 40代 以 下
■
1
50代 以 上 40代 以 下
職 業 好 準 婚 竺 ミぁ り な し 計 1あ り な し 計 ㌻ぁ り な し
し ､
r所 有 農 地 1 10 11 ㌔ 3〔1〕 13 16 : 0 5
言 5relong以 上 j (9ア'o) (9101,) (loo艶)i(19?/'o) (81アt,) (1007'b)i (0%) (1007yo)
農
5relong未満 等 (0) (100) (100) (27) (73) (100) )(12) (88)
業 1所 有 農 地 な し



















〔1〕 15 20 10〔1〕 93
(75) (100) i(10) (90)
〔2〕 39 51 ､ 12〔1〕 113
?? ? ?? ? ?








〔 ｣ 内は,離婚経験 2回以上の者を内数で示す




















?? ? ? ?
女
1964.10.
__｣_【 50代 以 上
/
5 0 10 10
(loo艶)( (0%) (loo艶) (loon)I
17 0 12 12
(100) (0) (100) (100)
103 3 18 21
(100) (14) (86) (100)
125 3 40 43
(100) . (7) (93) (100)
25 1 1 8 9
(100) )(ll) (89) (100)＼
r
1















東 南 ア L>ア 研 究 第4巷 第 1号
能である｡ ialdqbL5'inの場合には, 元の妻との再婚は,妻が待婚期間を終って他の男と合法
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ることが可能だからである｡
3.離 婚 の理 由
村人は離婚の理由として,次のようなことを挙げる｡ すなわち, (1)夫妻の性格の違い, (2)
夫または妻の素行の問題,(3)居住地あるいは同居者をめぐる意見の不一致, (4)義理の父母あ
るいは義理の子との折 り合いなどである｡ しか し,このいずれの場合においても,夫婦が耐え
られるだけ耐えた結果,ついに離婚に達 したとい うよりも,比較的単純な対立が, そのまま離
婚に結びついたとい う例が多いようである｡ このような離婚を容易ならしめる背後的な要因と
しては,次に述べるようなマレー人社会の構造的な特質が考えられる｡




排他性の強い集団が存在 しない｡ 先祖代々の墓や家族の名 (姓)もなく, 日本のような屋号も






















0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll- 共有

























14 7 8 4 6 1 6 0 0 0 0 2 1 0 175
巡査,助産婦,ホスピタル ･アシスタン ト,官吏を除 く生存中の世帯主夫妻について
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第2に,財産の所有形態が考えられる｡ 相続によって得 られた財は,夫妻のいずれかに属す
るものとして,名義上でも,意識の上においても峻別されている (表 21参照)｡ 結婚後夫妻が
共同で得た財産 (主に土地)は,離婚に際して等分される｡ 妻が田植えなどに雇用されて得た
































































































は,初婚者同志の場合と余 り違わないO 女性には,一生に一度は,晴れの婚礼 (bersanding)
を行なう権利がある｡ その他の手続きも,初婚老同志の場合と同様である｡





分で探す場合も少なくない｡ 婚資金は anakdaraと結婚する場合よりもはるかに安 く,その
上, 分割払いにするケースも多い｡ 婚礼 (bersanding)も行なわれず, 双方で簡単な祝宴
(kenduri)が催されるに過ぎない｡ 例えば,前述の9回も結婚 した魚行商人 (63才男)の婚姻
年令と,婚姻相手の世話をした者,および婿資金の額を示すと次のようになる｡
結婚回数 年 令 妻を探 した者 婚 資 金
1 18才 父































夫は,第 1夫人と事実上離別に近い状態にあって,第 2夫人と同居 し, 後者の経済力に依存し
ている｡ 従って,このようなケ-スは,複婚といっても,む しろ,第 1夫人との婚姻を法的に
解消せぬ状態で再婚 したとい うのが,その特徴である｡
複婿は比較的容易に行なわれ,手続きの上においても障害になるものは少ない｡ある30代の
小学校教員は,経済的余裕があれば,第 2夫人を持ちたいと何のはじらいもな く公言する｡ 多
くの場合,男性は第2夫人と結婚 してか ら第 1夫人にその旨を告げるようである｡
夫と第 1夫人とが,離婚同様の状態にあっても,節1,第2夫人の子供 (夫の実子)は, 父
の財に対して,同じ相続権を有 してお り,実父に対 して,権利義務上,何の差別も存在 しない｡
この点においては,すでに離別した先妻の子についても同様である｡
第1夫人と第2夫人の子が,実の兄弟のように第三者に語 り,また父親も第2夫人の面前で,




表 24 複 姫 の 事 例
?





















2吋 64 (p.lis年 金)
第 1 夫 人 第 2 夫 人
I.,rL-ji:･..蔓iい･1粕J･Ljt･.I情fr-.･皿 項 用 ,I.L洲 .･',六 町
?????






: ? 村 外 ? ?
ち50 村 内 0 1
P 村 外 ? 0
･ 言P=ル ? 5人
45 村 内 0 0
? 村 外 ? ?
34 村 内 0 3人
45 村 内 9 0
50 村 内 0 (5人別居)
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3 家 族





縦の欄は,単身家族 (S),夫婦家族 (M),核家族 (N),拡大家族 (EXA,EXB,EXc)が
順に並べられている｡ 拡大家族 (EX)に加えたA,B,Cの符号は,Aは有配偶の子 1人が
同居している場合,Bは有配偶の子2人が同居 している場合, Cはその他の血縁者が同居 して
いる場合を示す｡
横の欄は,上記諸類型の標準型と,前節までに述べて来た諸要因によるその変形を動態的に





てみた｡ Ⅲの 『欠損型』は,この村では,配偶者との離 ･死別,特に離別が多いため, これ ら
の家族の特色を量的に理解するために設けた｡ Ⅳの 『再婚塑』もまた,再婚による家族の理解
のためであり,Vの 『ひきとり型』は,離 ･死別,再婚,または経済的事情による『ひきとり』
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夫婦家族 (M)の場合も,単身家族とほぼ同じ事情にある｡ 標準型の8例には,新婚夫婦は
存在せず,子供ができなかった夫婦か,または,子が成長分出した老令夫婦である｡ このうち








余 り多 くはない｡母親を欠く欠損型は1例のみであり,父親を欠く欠損型は7例であるが, ほ
とんどが死別によって生じた欠損家族であり,親の平均年令も再婚するた鋸 二は高過ぎ,子供も














拡大家族の EXAは,1人の有配偶の子が親と同居 している2または3世代家族である｡ 標
準型の①は,孫の出生を契機として,典型的な3世代に移行するか,若夫婦とその子が分出独
立することによって核家族に移行するかの過渡的な状態で,3例しか存在 しない｡ 典型的な拡
大家族の EXA 型は,② であるが,この事例はわずか2例である｡ ③,④,⑤はいずれも②の
変形で,⑥ ほ,形態上⑧に組入れるべきものであるが,親が別棟の家に住んでいるので,⑨と
区別した｡ 拡大家族 EXA 型の欠損型は既婚の子女が配偶者と離 ･死別した場合に生ずる家族
である｡ 再婚型,ひきとり型,複婿の場合については, 核家族の場合と似ているので,説明を
- 35- 35
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略する｡
拡大家族 EXB 型は, 2組の有配偶の子女が親と同居 している場合であ り,EXc型は,その
他の厳密に分類 し得ない傍系親族を含む家族の形態であるC,
表25は,バグソララソ村においてみ られる上記の家族類型の摘要である｡ 全家族数の6割余
りが基本的に親と未婚の子か らなる核家族であるが, その内容は,高い離婚 ･再婚傾向によっ
て,かなり複雑になってお り,純粋な意味での核家族は,67例 (全家族の35%強)に過ぎない｡
養子型や,配偶者との死別によって生 じた欠損型の数値は, さほど問題にならないとしても,
再婚型と 『ひきとり塾』の家族の多いのが 目立つ｡ 『ひきとり型』 の家族が比較的容易に形づ
くられることは, 離婚 ･再婚が重大な社会的機能障害をひ きお こさないとい う効果をもた ら
す｡ このことは,この村の社会構造の一つの特質と考え られよう｡
表 25 家 族 類 型 (摘要表)
Ⅰ Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅴ(標 準) (養 子) (欠 損) (再 婚) (ひきとり)
1964.10.
? ? ???? 計
単 身 S ヨ 6











































パダソララソ村において核家族が圧倒的に多いとい うことは,必ず しも, それぞれの核家族
が完全に独立 して生活 しているとい うことを意味 しない｡ 自らの家屋 と産敷地 (tanahkam･
48)
pong)を所有 し,独立 している家族は,調査家族数 193のうち,わずか63家族 (32.6%)に過
ぎず,残 りの130家族は,一つの巌敷地に,親,きょうだい,親族, または他人と共住 してい
49)








有 している自己所有型 (sendiri型)と,村内または村外居住の親族 または他人から借 りてい

















? ? ? ?




















がら更に詳しく検討してみよう｡ 事例数を増加させるため, 『親子と他の親族共住』 のケース
に含まれる親子共住の5例をも合せた15例について考察する｡
子が親を扶養するという(1)の場合は,わずか2例 しかみ られない｡ 1例を挙げれば,世帯番
号 182の戸主 Habsahは,夫と死別した70才の女性で,父か ら相続 した 1relongの鼠敷地と,
2relongの水田を所有している｡ そして, 妻と死別して, 今は再婚 して他村 (Jitra)に居住
する3男の息子 2人 (13才と6才)をひきとって生活している｡ Habsahには 1人の娘と6人
の息子があるが,すべて成人 し,長女 Minah(40才)と5男 Lazim (28才)が,Habsahの鼠
敷地内に居住 している｡ 残 りの息子のうち,長男は村内に居住 しているが,他の著は他村に住
んでいる｡ Habsahは,老令のため農業に従事できないので, 2relongの水田を relong当 り
M$70の前払い小作料で, 5男 Lazim に耕作させている｡ Lazim は,この外に 8relong

































































た世帯を構えることによって形成 されたものではない｡ 新婚の夫妻は普通, 夫または妻万の
F親の家族』に同居して,親の農作業を手伝 うか,あるいは, 双方の F親の家族』の間を往復
する｡ 子供が生まれると, 『親の家族=』に部屋の余裕があれば同じ家屋に同居するが, 空間的
な余裕Dない場合, 『子の家族』は, 適当な星敷地があれば購入または借地して居住する｡ し





51) 図1の N I① 参照｡
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52) 例えば,図1の EXiI①,EXAIV,EXA V,EXB I,EXB V④ など｡
40 -40-








のい うStem family,Eを構成する傾向も強い｡Murdockのい うStem familyは,単系系譜
の原理によって拡大される 1inealfamilyの前段階としての家族の形態と解されているように
思われるが, この村の Stem familyには, そのような単系系譜の原理が基軸 となっているよ
●●●●●●●●
うに考えられない｡Eにおいて誰が親の家に留まっているかをみると,男子 11名,女子 1名の
うち, 1人息子 1,長男2, 末子 6 (女子 1を含む), その他3となっている｡ この村では,
｢コ家｢]の観念が稀薄で,家督相続 とい うような観念も存在 しないし,財の相続方法も, 慣習法
(adat)では均分であ り,イスラム法による場合も男女の差 こそあれ,同性間では平等である｡
そのため,子供の うち,誰が家に残るべきであるとい うような考え方は見出されない｡ しかも,
農民の家屋はそれ程重要な財産と考えられていないので, 末子が比較的多 く残っているのは,




GやHの形で分出共住 している F二子の家族上目ま,ほとんどの場合, 親の農地の一部または他人
の土地を小作する零細な農家か農業労働者である｡ 従って,他に適当な農地と屋敷地があれば,
親の屋敷地か ら移動する可能性がある｡
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詔 詣 一事 例 数
Sewa型



































54) 口羽 ･坪内 ･前田 ｢前掲論文｣39-41貢参照｡
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